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1. 本 誌 は ､物性 の研究 を共 同 で促 進 す るた め ､研究 者 が その石井究 ･意

見 を 自由 に発 表 し言寸諭 しあい､ また ､研究 に関連 した情 報 を速 や か

に交換 しあ うこ と を目的 と して､毎 月 1回編 集 ･刊 行 され ます ｡ 描

載 内 容 は､研究 論 文 ､研究 会 ･国際 会･譲 な どの報 告 ､講 義 ノー ト､

研 究 に開通 した諸 問題 につ い ての意 見 ､ プ レプ リン ト案 内 ､ ニ ュI

ス な どてゝ す｡

2. 本誌 に掲 載 され る論 文 につ い ては ､原則 と して審査 を行 を い ませ

ん｡但 し､編 集 者 が本譜｣に掲 載 す る こ と を著 しく不適 当 と言忍め た も

の につ い ては､改言丁を求 め､ また は掲 載 を拒 絶 す ることが あ ります ｡

3. 本誌 の掲 載 論 文 を他 の学術 #_誌 に引用 す る と きは､著 者 の承 諾 を

得 た上 で Private communication 扱 い に して下 さいO

投稿規定

1. 原稿 は400字 詰原稿 用紙 を使 用 し､雑 誌 のページ数 を節約 す るため

に極 力簡 青紫にお書 き下 さい｡

2. 原稿 は 2部 (オ リジナ ル原稿 及 び コ ピー) 提 出 して下 さい｡

3. 数 式 ､ 記号 の書 き方 は Progress,Journalの投稿 規 定 に準 じ､

立体 "[ "､ イ タ リ ック "_ "､ ゴシ ッ ク "､人 .''､ ギ リシ ャ文字 `̀ギ"､

花 文字 ､ 大 文字 ､′ト文字 等 を赤 で手旨走 して下 さい｡ 又特 に区 別 しに

くいOとaと0(ゼ ロ)､ uとnとr､Cとe､ 1(ェ ル)と1(イチ)､Xと×(カ ケ

)i,)､ uとV､ †(ダガー)と+ (プ ラス)､中と少と町と¢等 も赤 で指 定 し

て下 さい｡

4. 数 式 は 3行 に わた って大 き く書 い て下 さい｡

5. 1行 以 内 にお さま らない可能性 の あ る長 い数式 等 は必 ず-改 行 の際

の切 れ 目 を赤 で才旨走 して下 さい0

6. 図 は その ま ま印刷 で きる もの (原 則 と して トレー ス され た もの)

とその コ ピー を本 文 と別 に論 文末 尾 に揃 え､図 を入 れ るべ き位 置 を

本 文 の欄 外 に赤 で指 定 して下 さい｡ 図 の縮 尺 ､拡 大 は致 しませ ん｡

図 の 説 明 を含 め 1頁 (13× 19cI丘) 以 内 に人 らをい もの､ その ま ま印

刷 で きない図 は原則 と して著 者 に返 送 し､ 書 き改 め ていた だ きます O

国 中 の文 字 は晴字 にいた しませ ん ｡ 図 の説 明 は別紙 に書 き､ 原稿 に

添 えて下 さい｡

7. 投 稿 後 の原稿 の言丁正 は で きるだ け避 け る よ うに して下 さい ｡

8. 別刷 御 希望 の方 は投稿 の際 に50部 以 上10部 単位 で お申込 み下 さい ｡

別刷 代 は別刷 代金 表 (当会 に ご請 求 下 さい) に従 い､別刷 を.受取 っ

て か ら 1ケ 月以 内 に納 め て下 さい｡ (郵 便 切 手 に よ る.受付 は い た し

ませ ん｡)

9. 原稿締 切 日は毎 月 5日で ､原則 と して次 月発 行誌 に掲 載 され ます｡
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第 9回物性専門委員会 (第 14期)議事録

議 事 録

日時 3月8日 13:30- 17:00

出席者 長岡洋介､ 安藤正海､ 石井武比古､ 遠藤裕久､ 糟谷忠雄､

勝木 握､ 川村 清､ 久保亮五､ 小林俊一､ 中嶋貞雄､

守谷 亨､ 山田鋳二､ 山田安定､

[報告事項]

1.学術会議報告 (中嶋)

○国際対応

① IGBPetcの専門委員会は各期毎に組織 し､期が変わると申請 しなおしている｡

研究者にとっては迷惑なので､対策が議論 された｡

② IUPAPその他への対応について､学術会議のシステムがmatchしていないと

ころがあるので､ 15期に引き継 (･にあたっての提言を第一常置委 (1/22)で

議論 した｡特別委枠が2つ残っているのでこれで対応するという意見もあった

が各研連が2%ずつ定員を出して､横断的研連を構成することになりそうであ

る｡そうなると物研連から1-2人の拠出をする必要がある｡

093年度の学術会議主催国際会議は提案が〆切られた｡われわれに関係するも

のではIUPAP総会 と電波科学 (中心は5部)が決まったが3/25運審で確定

する｡

○来年度概算要求は旅費など前年度並 となった｡

OQ :会罵選出時期が近づいているが､地域代表的会員をどう考えるか｡

A :7蔀の地域医師研連､5部の基礎工学研連などがあり､全 くなくなったわ

けではない｡ただし､後者の存続 にはnegativeな雰囲気がある｡

○国際間違懇談会 (科学技術会議の下部組織 )でメガサイエンスについて議論さ

れている｡

2.物性研報告 (守谷､石井 )

○守谷所長は3月未で定年退職する｡新所長は竹内伸氏が予定されている｡
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議事録

○物研連から ｢物性研究専用の大型計算機システム導入計画推進について｣とい

う要望書をだ していただき､それにもとづき概算要求 していきたい0

○大型ハ ドロン計画について平成4=年に､新研究所スター トの要求が出ている｡

これが認められたとき､物性研が使っている田無のSORがどうなるか､という問

題が浮上 してきたので目下大学内部で審議中である｡

〇第 2回 IS′SP国際シンポジウム ｢酸化物超伝導体の物理と化学｣が行われた｡

第 3回は表面物理の中か ら選んで開催されることが決まってる｡

第 4回以後のテーマは未定だが形態はflexibleなので､ 御意見をお聞かせいた

だきたい｡

◎なお､新所長が物研連委員ではないため､次回はオブザーバーで出ていただ

くことにした｡

2.基研報告 (長岡)

○建物が宿題になっていた｡いろいろな点を考え､現在地に建て替え､その際､

植物園の土地も使うことで理学部と折衝中である｡ 平成4年概算要求に出せそ

うなところまで進展 している｡

○合併後､運営その他を変える必要が出てきた｡先週の研究部員会で以下の点に

ついて議論がまとまりかけてきた｡

･運営委員の学内委員枠をな くす｡

･任期つき所員だけでは支障もある｡例外的には運営委員会の決議により任期更

新ができるようにしたい｡

･大学院については､旧理論研にあったが､後継者養成に支障が出ることも考え

られるので部門数よりかなり少ない定員の独立専攻を作るという方向で次回6

月の研究部員会議で討議する｡

OYKISについて､91年は低次元場の理論 と物性という題でSantaBarbara

の ITPと共催する.来年以降 1年おきのペースがよいという意見があって､

日本でやらない年はSantaBarbaraでやるセ ミナーを共催するということも考

えられている｡

4.物性グループ (長岡)

物性研究所共同利用施設専門委員会委員の選挙結果 (物研連から推薦)

武田三男､都 福仁､佐藤正俊､藤田敬三､高山 -､池田宏信､永田一滴
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議事録

基礎物理学研究所研究部員 (物性委員会か ら推薦)

佐野和博､福山秀敏､大川房義､張紀久夫､黒田義浩

5.物理学研究教育調査小委員会 (長岡)

報告を準備中で明日の本会議で報告の予定である｡

審議事項

1.物性研究専用の大型計算機システム導入計画推進について守谷物性研所長よ

り ｢物研連から外部に出すには運音の7東が必要でそれを明日の全体会議に提

案 してほしい｡｣と言う発言があり以下のように議論 した｡

○他の研究所もこの程度の施設および更新計画がある｡物性研および物性委員会

の要望だけでも出来るはず｡物研連や学術会議が個々の研究所で出来ることま

で立ち入るのはどうか｡

○研究者グループからの要請が物性研に出てきたもので､物性研から出てきたも

のではない｡

○この程度のものまで物研連や学術会議がいわなくてはならないのは困ったこと

である｡

○改 3号炉は､関連機関が多かったので意味が違った｡

[結論] ｢物性グループの中の研究グループか ら物研連へスーパーコンピュータ

設置支持の要望があってそれを物性研にお くこととなった｣ということを明日

の委員会に出す｡

2.物性研究将来計画WG (糟谷)

○なかなか大変な問題でWGの中でまとまっていな.い｡

金森委員会の報告に実質的内容をもりこむこと､物性研移転にからんだ物性研

将来計画の二つを中心に議論したいと思ったが､WGとしてのまとまったもの

は出ていない｡難 しい問題が沢山あって実 りのあるものが出てとなかった｡ 前

回の専門委員会では時間がなくて議論出来なかったので､今日提案 しようと思

い､本日午前 にWGの会合をもった｡考えをまとめるために外部の意見もきい

たが､藤木氏か ら地方計画をどう位置づけるかという意見があっただけ｡以上

の経緯をふまえて､どうまとめるか議論 し､以下のような意見がでた｡

○予算の上では同 じように中小企業だが､化学はまとまりがよい｡
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○物性はまとまりが悪 く､大型計画におされている｡

○他省庁研究所は豊富な予算を持っている｡物性は工学部に似てきた0

○こういうtypeの委員会では手におえない｡

○各地の特色ある研究の評価をしたいが､予算 と人の裏づけを行うために､総合

Aを申請するという意見もある｡

○大学が若 い人に魅力ある体制を作るべきだがそれはわれわれの中の問題でもあ

る｡

以上の報告にもとづき討論に移った｡

○日本の物性研究の危機か､大学 における物性研究の危機か｡

○危機的状況なが ら何をやったちょいのかがわかっていない｡若い人がもえない

のは当然｡

○各地の研究評価をやって芽 として面白いものが周知 されたら､大 きなところに

とられる心配はないか｡

○芽を育てるという目的もある｡

○危機感を裏づける調査は必要だ｡

○講座研究費や科研費がどう使われているか､中味を見てみないと分からないと

ころもある｡

○生物 ･地球が高 く評価されている状況があ り､物性 に限らず物理学全体でも危

機感がある｡

○新 しいアイディアを物理の研究者が打ち出すこと

OTechnologyが らみは予算がつきやすいというが､役 に立たない分野に予算がつ

かないとTechnologyが らみもだめ｡

○IBMとBe1lもadministrationの連中は6ケ月先の株価を気にしている｡

日本の経営者を見ろと言っている｡

○基礎研究のための基金を作ってはどうか｡

[結論]伊達WGも継続するが糟谷WGの議論の継続 を期待 したい｡
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プレプリント案内

〔京都大学 基礎物理学研究所〕

8-1 0.I.Gerasimov,T.Ya.Shvets
Electronspectraofadatomicstructures

8-2 V.M.Loktev, E.M.Tatarenko
OrderedsuperstructuresofOxygenions
inLa2MeOいざ(Me=CU, Ni)

8-3 V.A.Nastasyuk. I.N.Tkachenko.M.N.Chesnokov
CollectivepropertiesofHeterogeneousplasma

8-4 Yu.B.Gaididei

Nonlineartheoryofchargetransportthrough
channelsofbiologicalnenbranes

I
8-5 V.G.Baryakhtar,Ⅴ.M.Loktev

Electronspectrumandthemagneticpropertiesof
high-TcsupercoTlductorsasantiferromagnetic
metalS

8-6 A.S.Davydov
Nonlinearmodelofsuperconductivityofceramic
oxideS

8-7 BruceE.Shay
Monentspectruminasimplemodelofanearth-
quakefault

8-8 J.S.LangerandC.Tang
Rupturepropagationimamodelofanearthquake
fault

8-9 M.S.Hussein

Theroleofthepygmyresonanceinthesynthesi$
ofheavyelementsWithradioactivebeams

8-10A.Villani

Conceptualchangeinscienceandscienceeducation
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プレプリント案内

8-ll∫.DuarteJr.,P.R.PedutoandS.Frota-Pessoa
Spin-polarizedfirs卜prinCiplesLMTO-ASAcalcu-
1ationsinrea卜space

8-12D.I.Xhomskii
Orbitals,correlation.valenciesinhighTc-super-
conductors

8-13MiguelLagos
SuperconductivityindopedantiferromagnetS

8-14Ya.I.Delchev,R.L.Pavlov,I.Zh.Petkovand
Ch.i.Velchev
Astudyofthekineticenergydensityfunctional
foratoms

8-15ⅠvanBarvikandLadiSlavNedbal
Someremarksaboutaroleofabackrecombination
iTIRCpri7qaryprocesses

8-16C.Y.Lung
Thecrackenergyabsorptivecapacityofcomposites
yithfractalstructure

8-17MarceloD.GrynbergandHoracioCeva
lnteracting-femionapproximationinthetwo-
diemensionalAⅣⅣ〃Imodel

8-18R.LupiniandS.Siboni
Rigorouscomputationofperiodforapointvortex
inplanarinviscidmotionaroundaprofileof一ヽ′
Zoukoyski'stype

8-19∫.-M.GhezandS.Vaienti

Rigorousyaveletanalysisformultifractalsets

8-20S.Vaienti
Ergodicpropertiesofthediscontinuoussawtooth
map

8-21J.Marion
lnduction-Unitarizationprocessfornon-locally
compacttopologicalgroups
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プレプリント案内

′
8-22NadineAubry.RegisGuyonnetandRicardoLima

Spatio-temporalsymnetriesandbifurcationsvia
theBi-orthogonaldecomposition

8-23DaiXiamxi

Onthefunctionalintegralapproachinquantum
statistics- I.Someapproximations

8-24C.Y.Lung
Thepull-OutenergyofcompositesWithfractal
structure

8-25SudeshnaSinhaandAy!eErzan
Commenton "dissipativetransportinopensystems
:an investigationofselforganizedcriticality''

8-26A.Gross,Y.ChibaandY.Brenig
VibrationdynamicsimscatteringofN0/Ag :
adiabaticversusnonadiabaticprocesses

8-27Marc-ThierryJaekelandSergeReynaud
Fluctuationsanddissipationforamirrorinthe
VaCuum

8-28R.Friedbergand班.S.Zhao
Short-rangecoulombscreeninginadielectric
crystal

′
8-29N.Eber,L.Bata,G.ScheroyskyandA.Schli-wa

Linearelectromechanicaleffectinapolymeric

ferroelectricliquidcrystal

8-30M.Ⅴ.Xozlovsky, X.Fodor-Csorba,L.Bata,
J.SzabonandS.Holly
Achiralside-Chainpolymeryith layeredstructure

8-31K.Fabricius,U.Lay,andK.-H.M.dtter
Acompletesolutionofthetwo-dimensionalanti-

ferromagneticHeisenberg-modelonsmalllattices

8-32C.Godrtecheand∫.M.Luck

Onthepossibilityofindexingthediffraction
Spectrumofanon-pisotself-similarstructure
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プレプリント案内

8-33Y.AvishaiandD.Berend

TransmissiontroughaThue-川orsechain

8-34PaulG.IIiggsandBernardDerrida
Stochasticmodelsforspeciesformation in
evolvingpopulations

8135Y.AvishaiandI.M.Luck

Quantumpercolationandballisticconductanceon
alatticeofTires
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プレプリント案内

〔九州大学理学部 川崎研究室〕

No Date. Title Allthor

2430 03.14 AMany-BodyStochasticApproach toRotational A.Polimeno
Motions inLiquids:ComplexDecayTimes in ∫.H.Freed
High.lyViscousFluids.

2431 03.19 CorrelationFunctions ⅠnLiouvilleTheory M.GoulianM.Li

2432 04.03 StatisticalPropertyofElectricalResistancesH.Xubo
inaBoth-infiniteFibonacciLattice M.Coda

2433 04.03 ANewClassofDisorderedSystems.Ⅰ M.Coda
‥AModifiedBeⅠ,noulliSystemwithLong-Range H.Yamada
StructuralCorrelation‥ Y.Aizawa

2434 04.03 ANewClassofDisorderedSystems ⅠⅠ H.Yamada
‥.TransrnissionofElectrons inaModified M.Coda
BernoulliSystems ‥. Y.Aizawa

2435 04.03 ConsequencesofTime-fteVersa1-Symmetry B.Ⅰ.Halperin

Violation inModelsofHighTcSuperconductors∫.M.Russelド.Wilczek

2436 04.03 SuperrOughening:A newphase transistionon J.Toner
thesurfacesofcrystalswithquenched bulk D.DiVincenzo
disorder

2437 04.03 Adsorption.onStepped Surfaces:AMonteCa1-10 E.V.Albano

Simulation K.BinderD.W.Heermann

2438 04.03 Theory ofPaⅠ､.amagnet.icandCr.iticalSpin S.W.Lovesey

Fluctuations inSi.mpleMagnets A.CuccoliV.Tognetti
2439 04.03 LongitudinalSpinDynarnics inFerromagnets S.W.Lovesey

ⅠncludingDipolarForces

2440 04.03 StaticandDynamicSusceptibilitieso‡ A.W.LoVesey
FerromagnetsCalculatedwithSpinWaVeTheory X.N.Trohidou
ⅠncludungDipolarForces

2441 04.03 TheoryofMagneticPhotonScattering:Total S.W.Lovesey
andComp.tonCross-SectionsforCircularly
PolarizedHardX-Rays

2442 05.09 HalEffectofNon-ⅠnteractingElectronsasa M.ltoh
Fermi-SurfaceProperty-RegorousGauge
ⅠndependentFormula in theOn-ShellForm

2443 05.27 EXactDynamicsofHighlyCorrelatedElectrons Y.Xuramoto
inTwoDimensions

2444 05.27 ExactlySolubleSuper'symmetric t-∫-typeModel Y.Kuramoto
withLong-RangeExchangeandTransfer H.Yokoyama

2445 06.21 FeynmanRuieoftheNon-EquilibriumProcess 氏.FukudaM.SuminoK.Nomoto

2446 06.21 DiagrammaticalStudyoftheNon-Equiribrium 氏.Fukuda
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プレプリント案内

No Date. Title Author

2449 06.25 How toesc,apeasawtooth G.Troll

2450 06.25 TravelingConVectionRolls inaBinaryFluid H.Yahata
Mixture

2451 06.26 BetheLatticeSpinGlass:TheEffectsofa J.M.Carlson
FerromagnetizedSpinGlassPhaseandEXternal J.T.Chayes
Fields ⅠⅠ J.P.βethna

2452 06.27 BetheLatticeSpinGlass:TheEffectofa ∫.M.Carlson
FerromagneticBiasandEXternalFields ∫.T.Chayes
Ⅰ:BifurcationAnalysis L.Chayes

2453 06.27 CrystalGrowthby Ⅰnstability ofDisorder H.Furukawa
MaterialNear theCrystalSurfaee

2454 06.27 CrackPropagationVelocity inTwoDimensional H.Furukawa
TruncatedHarmonicPotentialSyste∩

2455 06.27 PhaseSeparationbyDirectionalQuenchingand H.Furukawa
NlorphologicalTransition

2456 06.27 AQuantumFluidsApproach toFrustrated P.Chandra

HeisenbergModels P.ColemanA.I.Larkin

2457 07.02 〉ChaoticSpectrPscopy E.DorOnU.Smilansky

2458 07.02 CoiiectiVeEXcitations inParamagnets: D.R.Westhead
ConfrontationofTheoreticalandExperimenta1 A.Cuccoli
ResultsforGadolinium S.W.Lovesey

2459 07.02 TheoryofNeutronScattering byAtomic E.Balcar
Electrons:jj-couplingscheme S.W.LoVesey

2460 07.02 TheoryofDynamicResponseFunctionsof S.W.Lovesey

PeriodicallyModulatedPhysicalSystems G.I.WatsonD.~R.Westhead

2461 07.ll Muon SpinRelaXation inFerromagnets S.W.Lovesey

(I)Spin-WaveFluctuations E.ち.Xarlsson冗.N.Trohidou

2462 07.ll Muon SpinRelaXation inFerromagnets S.W.Lovesey
日日 CⅠ'iticalandPaⅠ'amagnetie 冗.N.Trohidou
MagnetizationFluctuations E.B.Xarlsson

2463 07.ll TheoryofMuopnSpinRelaxationbyCritical S.W.Lovesey
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編 集 後 記

日本の軽済力は今や世界中でも有数の力を持つらしいが､それにつけても最近のバブル経済

に'よる金余 り現象に伴う商社や金融横閑のスキャンダルは誠に腹立たしいものである｡日本の好

況が永遠に続くはずもなく､浮かれずに今の うちに国家百年の計を立てて､社会資本の充実をは

かって欲しいものです . それにつけて思 うことはこの放会に世界中の^が楽 しめるような科学博

物館を日本に建設 してはいかがかと思 うU私は博物錦に行 くと結構一日つぶすことになるので､

暇をみつけて行 くと言うよりはかな り好きなことも事実であるV ミュンヘンの ドイツ博物館､シ

ガゴのフイ-･ル ド博物館や科学技術館､サンフランシスコのExp loratoriu､m (なん

と訳すのかち ょっとわか りませんが実験装確を自分自身で動かしてみて自然の真実をEx-

p 1oreさせると言う意味)など大変印象深 く､科学の文化遺産を一般社会に伝える意気込み

と情熱が伺えます｡それに比べて上野の国立科学博物絹や大阪市立科学絹 (中之島の阪大の跡地

に最近出来た)など上記のものに比べて見劣 りします し､既存の科学博物館にも多 くの不満があ

ります｡特に次のような事が博物絹を魅力的なものにするためには重要なポイン トではないかと

思われます｡まずは､出来ることならレプ リカや模型ではなく最大限,本物を展示 して欲 しい｡

本物の持つ実在感はそれだけで迫力があ り見る人に強い印象を与えます U つぎに､子供からはて

は専門家までが使える広いニーズに応えられるものが欲しいものですU 世界中の産業スパイが溢

れるぐらい中身の浪さがあればおもしろいものになると思うのですが} それから､最近はや りの

テーマパーク的要素を博物何も取 り入れればよいと思いますV ディズニーラン ドは確かに大人も

子供も楽 しめます U 博物館に乗物 とスリルがあってもいいのではないでし上うかU 最後に博物館

にも一流の研究部門を付けるべきです｡このことは国立民族学博物館などの成功例もあ り､博物

用の充実には長い年月が必要であることを考え合わせると研究部門の充実は博物飼建設にとって

重要なことだと思います｡科学は人類の知的文化辻産であることを思えば､国も研究者ももっと

この伝達に心をくはっでもいいのではないで しょうか｡世界に誇れる科学博物館の実現を望みた

いところです｡

各地編集委員を永年勤めていただき物性研究誌編集に尽力いただきました北海道大学の

阿波 克之氏が本年三月に御逝去されました.ここに謹んで御冥福をお祈 り申し上げます U

(T.M.)
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会員規定

個 人 会 員

1.会 費 :当会 の会 費 は前納 制 をとって い ます｡ したが って､ 3月末 ま

で にな るべ く 1年 間分会 費 を御 支払 い下 さい｡

なお新規入会 お申込 みの場 合 は下 記 の会 費以外 に入会 金 と し

て､100円 お支払 い下 さい ｡

1年 間 の会 費

lstvolume (4月号 ～ 9月号) 4,200円

2ndvol､ume (10月号 - 3月号) 4,200円
計 8､,400円

(1年 分 ま とめて お支払 い が困 難 の 向 きは 1volt)me 分 ずつ で も

鹿樺 です)

2. 支払 いの際 の注 意 :在 るペ く振 替 用紙 を御利用 の上御納 入下 さい ｡

(振 替貯 金 口座 京都 1-5312) (現 金 書留 は御遠慮下 さい)

なお通信欄 に送金 内容 を必 ず 明記 して下 さい｡

雑溝志購 読 者以外 の代理 人 が購 読 料 を送金 され る場 合 ､必 ず＼会員 本

人 の名前 を明記 して下 さい｡

3. 送本 中止 の場 合 :次 の volume よ り送本 中止 を希望 され る場 合 ､

か な らず､｢退 会届 ｣ を送付 して下 さい｡

4. 会 費 の支払遅 滞 の場 合 :当会･の原則 と しては､正 当 な理 由 な く 2

vols.以上 の会費 を滞納 された場 合 には､送本 を停 止 す るこ とにな

っ て い ます ので御留 意下 さい ｡

5. 一括 送本 を受 け る場 合 :個 人宛 送 本 中 に大学等 で一括 配布 を.受け

る様 にな った場 合 は､必 ず ｢個 人宛 送 本 中止 ､一括 配布 希望｣ の過

知 を して下 さいO逆 の場 合 も同様 です.

6. 送 本 先変更 の場 合 :住 所 ､勤 務 先 の変更等 によ り送本先 が変 ノった

場 合 は､必 ず送本 先変更届 を提 出 して下 さい｡

学 校 ､研 究所専横E間会 員

1. 会 費 :学校 ･研 究所等 での入 会 及 び個 人 で あらて も公費払 いの と

きは機 関会 員 とみ な し､代金 は､ 1冊 1,300円､ 1Vol.7,800円､

年 間 1L5,600円 です｡ この場合 ､入会 金 は不用 ですo 学校 ､研 究 所 の

会 費 の支払 いは後 払 いで も結構 で す｡ 入会 申込 み をさ､れ る時 ､支払

い に請求 ､見積 ､納 品書が各何 通 必要 か をお知 らせ下 さい ｡

なお､ 当会 の請 求書類 では支払 い がで きない様 で した ら､貴 校 ､

貴 研究機 関 の請求書類 を送付 して下 さい｡

2. 送 本 中止 の場合 :発行途 上 にあ る volumeの途 中送本 中止 は認 め

られ ませ ん｡退 会 され る場 合 には ､､1ケ月前 ぐらい に中止 時 期 を明

記 して ｢退 会届｣ を送付 して下 さ い ｡

雑 事娃未 着 の場合 .'発行 日よ り 6ケ 月以 内 に当会 まで ご連 絡下 さい｡

物性 研究刊 行 会

〒606京都市左 京区北 白川追 分 町 京都 大学湯 川記念館 内

℡ (075)753-7051 722-3540
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